
技術普及チーム

講習会等の開催や技術者育成プログラムの策定により、技術の普及を目指
す。

【普及検討ＷＧ】 講習会等の開催や技術者育成プログラムの策定、建設ＩＣＴのＰ
Ｒ活動を行う。

【ヘルプデスク】 サテライト会員、施工現場等からの相談窓口となる。

代表幹事 ： 中部地方整備局企画部施工企画課

中部地方整備局アジア航測（株）

（株）建設システム玉石重機（株）
東海農政局
土地改良技術事務所日本工営（株）

福井コンピュータ（株）
三重県公共事業運営室
情報化グループ

中部建設青年会議 （株）トヨトミ

(社)中部建設協会 コマツ建機販売（株）
（財）日本建設情報総合セ
ンター

(株)建設技術研究所

(株)中村組 鹿島道路(株) 日本道路（株）
（社）日本建設機械化協
会

（株）日刊建設通信新聞社 太啓建設（株） 中部土木（株） （株）ニコン・トリンブル

（株）ティーネットジャパン （独）土木研究所 国土技術政策総合研究所 大成ロテック（株）

(株)建通新聞社 日経ＢＰ社建設局 (株)日刊建設工業新聞社 オートデスク（株）

テンプスタッフ・テクノロジー
（株）

（有）トプラス （株）亀太
（株）前田製作所 レンタ
ル２１

中央復建コンサルタンツ(株) （株）ソキア販売 (株)ソーキ 三菱商事（株）

川田テクノシステム（株） （株）ＮＴジオテック (株)サーベック
(株)ＮＩＰＰＯコーポレー
ション

４１者

現場支援チーム

建設ＩＣＴモデル事業の技術的支援や現場指導、
現場検証を行う。

代表幹事 ： 中部地方整備局企画部工事品質

調整官、中部技術事務所

２５者

中部地方整備局（株）亀太

川田テクノシステム（株）西尾レントオール（株）

太陽建機レンタル（株）（株）加藤建設

瀧冨工業(株)（株）前田製作所 レンタル２１

玉石重機（株）(社)中部建設協会

国土技術政策総合研究所（株）ティーネットジャパン

ジオサーフ（株）（株）渡邊組

（株）カナモト(株)アクティオ

（株）トヨトミ (株)ＮＩＰＰＯコーポレーション

鹿島道路(株) （社）日本建設機械化協会

（株）ニコントリンブル （株）市川工務店

向井建設（株） (株)レンタルのニッケン

（株）建設システム (株)熊谷組

技術研究チーム

建設ＩＣＴ導入の課題、技術基準等の研究、建設生産システム全体のモデル研
究を行う。

【３次元測量・設計モデルＷＧ】 ３次元測量・設計技術について要素技術の研究
や、基準（設計・フォーマット等）の研究を行う。
【情報化施工モデルＷＧ】 情報化施工についての要素技術の研究や、有効活用
方策の研究を行う。
【情報共有モデルＷＧ】 情報共有による施工・監督・検査の改善方策や、各種基
準等の研究を行う。

代表幹事 ： 中部地方整備局企画部技術管理課

４５者

（株）ジェノバライカジオシステムズ（株）中井土木（株）

東急建設(株)鈴中工業（株）
（財）日本建設情報総合
センター

川田テクノシステム（株）
大阪大学 大学院工学研
究科 教授 矢吹 信喜玉石重機（株）

中央復建コンサルタンツ
(株)

三重県公共事業運営室
情報化グループ (株)ＮＩＰＰＯコーポレーション ㈱大林組 (社)中部建設協会

(株)建設技術研究所 （株）近代設計 （株）建設システム 吉川建設（株）

(株)熊谷組 鹿島道路(株) 西松建設(株) 日本道路（株）

アジア航測（株） (財)先端建設技術センター 中部復建（株） 八千代ｴﾝｼﾞﾆﾔﾘﾝｸﾞ㈱

大成建設（株） ジオサーフ（株） 清水建設（株） （有）セクトコンサルタント

（株）ジェッセ （株）ビーイング （独）土木研究所
国土技術政策総合研究
所

アイサンテクノロジー
（株）

(株)ベントレー・システムズ 前田建設工業(株) 大成ロテック（株）

オートデスク（株）
東海農政局
土地改良技術事務所

テンプスタッフ・テクノロ
ジー（株）

三菱電機（株）

福井コンピュータ（株） （社）日本建設機械化協会 （株）トプコン販売 中部地方整備局

サテライト会員

○建設ICTの習得
○現場への積極的導入
○建設ICTニーズの把握

会員数：２３８

建設企業：１４０ 開発企業等：３９

コンサルタント：１７ その他：２２

官公庁・団体等：８ 局内職員：１２

事 務 局

整備局職員、各プロジェクトチーム
の代表者により構成し、導入研究会
の全体運営を行う。

事務局長 ：

中部地方整備局 技術調整管理官

中部地方整備局 現場支援チーム代表者

中部建設青年会議 技術普及チーム代表者

（社）中部建設協会 現場支援チーム代表者

マネジメント委員

第三者的立場から導入技術の評価、研究会の運
営評価を行う。

日本建設機械化協会
松隈 専務理事

国土技術政策総合研究所
藤本 高度情報化センター長

名城大学
鈴木 名誉教授

中部地方整備局
西川 技術調整管理官

土木研究所技術推進本部
藤野 主席研究員

国土交通省技術調査課
榊 課長補佐

名古屋工業大学大学院
山本 教授 【委員長】

国土交通省建設施工企画課
小野寺 企画専門官

日本建設情報総合ｾﾝﾀｰ
奥谷 CALS/EC部長

中部地方整備局
中村 中部技術事務所長

会長：
中部地方整備局長

副会長：
中部地方整備局企画部長

技術顧問：

建設ＩＣＴ導入研究会 （会員構成） 会員総数 ３１７者 （H22.6.16時点）

平成22年度 建設ICTモデル工事マップ

－凡例－

道路

河川

砂防

その他

契約済 ／ 未契約



実施状況報告

技術普及PT

０６２１建設ＩＣＴ導入研究会 第4回総会配布資料

・建設ＩＣＴに関する情報を皆様と共有するために「建設ＩＣＴ総合サイト」を開設
・サイトの制作／運営は事務局が担当
【主なコンテンツ】

１．ホームページによる広報活動

技術普及状況（１） 広報活動

・ＩＣＴ通信・研究会の概要と活動方針

・ＩＣＴレポート・モデル工事支援

・イベント情報

・ＩＣＴ情報館・建設ＩＣＴとは？

・ＩＣＴスクラップ館・研究会の目標／行動指針

H22.4末現在、

延べ７７，５００人から

６９万アクセス

「建設ＩＣＴ総合サイト」アクセス数の推移（日平均）
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技術普及状況（２） 現場見学会の実施

建設ＩＣＴ導入研究会では建設ＩＣＴ技術普及活動の一環として、「建設ＩＣＴ技術とはどんなものか？」
を理解することを目的に、「建設ＩＣＴ現場見学会」を開催し、現在まで延べ約１，０００名が参加。
現場見学会は、建設ＩＣＴモデル工事の施工現場で開催し、ＩＣＴバックホウや、ＩＣＴローラ、出来形管

理用トータルステーション等を操縦、計測できる「体験型見学会」としている。
研究会では、今後も現場見学会を順次開催していく。開催情報は「ＩＣＴ通信」、「建設ＩＣＴ総合サイト」

にて公表していく。

１．ＩＣＴモデル工事現場において現場見学会を開催

ＩＣＴグレーダー、ＴＳ等８６名三重県四日市市平成２１年１１月１９日

ＩＣＴブル、ＴＳ等７８名静岡県焼津市平成２１年１２月１７日

ＩＣＴブル、ＩＣＴローラ等７１名愛知県名古屋市平成２２年１月１５日

ＩＣＴブル、ＩＣＴローラ等５７名愛知県豊橋市平成２２年１月２９日

ＩＣＴバックホウ、ＴＳ等９８名長野県下伊那郡松川町平成２２年２月４日

ＩＣＴバックホウ、ＴＳ等７０名愛知県豊田市平成２２年２月１８日

ＩＣＴブル、ＩＣＴローラ等１６８名愛知県豊橋市平成２1年８月４日

ＩＣＴバックホウ、ＴＳ等１２４名三重県津市平成２１年９月８日

ＩＣＴフィニッシャ、ＴＳ等９７名岐阜市可児郡御嵩町平成２２年２月２５日

ＩＣＴバックホウ、ＴＳ等８０名岐阜県揖斐郡揖斐川町平成２１年１０月１日

ＩＣＴバックホウ、ＴＳ等１２４名静岡県沼津市平成２１年１月２９日

見 学 技 術参加人数開 催 場 所開 催 日

その他

17%

建設企業

57%
発注者・団体等

15%

開発企業

5%

コンサルタント企業

6%

問 １．業種 Ｎ＝４３８

非常に良かった

31%

良かった

65%

悪かった

1%あまり良くなかった

3%

問 ７．実際にこの見学会に参加していかがでしたか？
Ｎ＝４３６

技術普及状況（２） 現場見学会の実施

問．この見学会の中で特に印象が残った技術は何で
すか？
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ＩＣＴローラ

ＩＣＴブルドーザ

ＩＣＴバックホウ

ＩＣＴモーターグレーダー

出来形管理用トータルステーション

ＧＮＳＳ測量

３Ｄレーザスキャナー

設計データ作成/出来形管理帳票作成

ＩＣタグ

ＩＣＴフィニッシャ

その他

問．この見学会に参加して今後建設ICT技術を
自社に導入したいと思いますか？

２．現場見学会参加者アンケート結果（１）

わからない

37%

思わない

4%

思う

59%TS

BF
BD



技術普及に関するアンケート(導入研究会会員対象）

調査目的：建設ＩＣＴ技術普及に関する活動の企画立案等の参考とするため、建設ＩＣＴ

導入研究会会員の建設ＩＣＴに対する意識及び技術普及に関する意見に

ついてアンケートを実施した。

調査期間：平成22年3月12日～平成22年5月21日

調査対象：建設ＩＣＴ導入研究会会員 311者

調査方法：研究会会員向けに電子メールを発送し、webのアンケートフォームから無記

名方式で実施。

回答数：176者（回収率：56.6％）

回答者プロフィール：

１．アンケート調査概要

46%

6%
13%

9%

5%

12%

9%

建設企業（元請け）

建設企業（専門業者）

コンサルタント企業

発注者・団体等

機器、重機等の開発・製作企業

レンタル企業

その他

選択肢 回答数 率（％）

建設企業（元請け） 81 46%

建設企業（専門業者） 10 6%

コンサルタント企業 23 13%

発注者・団体等 16 9%

機器、重機等の開発・製作企業 9 5%

レンタル企業 21 12%

その他 16 9%

計 176 100%

建設企業

２．建設ＩＣＴ導入研究会の技術普及活動について（１）

非常に深まっ

た

19%

深まった

44%

少し深まった

31%

変わらない

6%

その他

0%

問．研究会に入会以前と比べて、建設ＩＣＴに関する知識は深まりましたか？

技術普及に関するアンケート(導入研究会会員対象）



２．建設ＩＣＴ導入研究会の技術普及活動について（２）

問．建設ＩＣＴ現場見学会、ＩＣＴ総合サイト、ＩＣＴ通信等の技術普及活動についての意見、要望

方向性、ビジョンの説明が不足している

…この技術を使用してこれからどうするのか、どう進むのかがよく見えてこないし、説明が不足している…

…CAD等の標準仕様がどのように変わるか検討の方向性を …

…発注者、官の取り組みが遅い。何をどう評価するのか、道を示せていない…

現場の生の声を聞きたい

…座談会を開催し、現場の生の意見を聞いてみたい …

…発注者・受注者との意見交換を行う場を設けてくれたら …

設計段階へのＩＣＴ技術の導入についてもっと普及活動してほしい

…着工前から設計データを作成する重要性をまだまだ伝えきれていない …

…施工への前段階でのＩＣＴへの進歩があまり感じられない …

技術普及に関するアンケート(導入研究会会員対象）

３．建設ＩＣＴ技術の導入状況（１）

問．ＩＣＴ技術を導入した（検討している）理由は何ですか？

1%

2%

1%

60%

19%

55%

66%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

効率化、省力化によるコストダウンを期待

品質の向上を期待

モデル工事で使用するため

付加価値の向上を期待

メーカー、レンタル会社等からの営業

その他

未回答

技術普及に関するアンケート(導入研究会会員対象）

コストダウン

品質向上

付加価値向上



４．建設ＩＣＴ技術の更なる普及に向けて

発注者の意識改革が必要

工事書類や監督検査の省力化

正確な発注図面と設計段階での三次元データ作成

二重管理や、過剰な品質管理を危惧

今後の導入方針や、導入メリットを明確にする必要

導入コストの低減、導入コストを考慮した積算、評価の加点等が必要

監督・検査要領や積算基準・損料の整備、技術の標準化などの環境整備

技術普及に関するアンケート(導入研究会会員対象）

・今後予定されている建設ＩＣＴモデル工事の現場見学会を建設ＩＣＴ導入研究会員の
協力の下、確実に実施してゆく。
・特定の技術に特化した見学会も計画（ＴＳ集中講習等）

１．建設ＩＣＴ現場見学会の実施

モデル工事を進める上で抽出される様々な情報を広く発信していく。

・建設ＩＣＴ技術のメリット／デメリット

・建設ＩＣＴ技術を使用する上での問題点とその対処方法

・建設ＩＣＴ技術を使った事による効果検証結果

・モデル工事現場から生まれた知恵袋

→モデル工事マップとしてとりまとめる。

２．モデル工事からの情報発信

・今後も、建設ＩＣＴ総合サイト／ＩＣＴ通信を利用して情報発信を継続していく。

・各種セミナー情報等も積極的に紹介していく。

→有益な情報を随時募集

技術普及チーム今後の活動方針

３．建設ＩＣＴ総合サイト／ＩＣＴ通信の活用



職員対象に建設ＩＣＴ説明会を実施

日時：平成２２年５月～７月
場所：中部地方整備局管内 全事務所
参加者：国土交通省職員、工事請負者
説明内容：Ｈ２１建設ＩＣＴ導入研究会の取り組み、

Ｈ２２の実施予定

技術普及 国職員向け建設ＩＣＴ説明会の実施

２５回（２９事務所）

５月 ２回（ ３事務所）
６月 ２２回（２５事務所）
７月 １回（ １事務所）

国土交通省・自治体職員対象に現場見学会を実施

日時：平成２２年６月１日（火） １０：００～１１：３０
場所：岐阜県可児郡御嵩町内（舗装工事現場内）
参加者：１４名（国土交通省職員 ５名、自治体職員 ４市町 ９名）
見学技術：マシンガイダンス ３ＤＩＣＴグレーダー

技術普及 国・自治体職員向け現場見学会の実施

作業員と建設機械との接触事故の減少や、燃料の使用量の減少により地球温暖化
の原因となるCO2の減少にまで及ぶとは考えてもおらず、有意義な研修となりました。

参加者の感想



１．開催日時 平成２２年７月２１日（水） １３：１５～１６：００
【雨天の場合２２日（木）に延期】

２．開催場所 静岡県富士宮市上井出【現地集合】

３．工事名 Ｈ２１ 富士山除石工事
発注者：国土交通省 富士砂防事務所
請負者：（株）小松建設

４．見学技術 ①バックホウのマシンガイダンス技術
②出来形管理用トータルステーション 等

５．申込方法 「建設ＩＣＴ総合サイト」から
http://www.cbr.mlit.go.jp/kensetsu-ict/

６．その他 服装は、上下作業着、ヘルメット、長靴、安全
靴等を着用してください。

ＣＰＤＳ認定
建設ＩＣＴ現場見学会

先着９０名、１社あたり３名まで！！

【申込期限】平成２２年７月１４日（水）

●

●

見学会場所



(庄内川) 情報化施工勉強会

１．目 的
座学及び実技による職員及び民間技術者

の育成

２．中部技術建設ＩＣＴ検討会の実施
①事務所構内にてＩＣＴ勉強会を開催

・民間講師による機器体験を企画
・職員及び民間からの出前講師

②監督検査職員研修の企画
③講師（中部技術職員他）の養成

（出前講師研修、建機講習、 ３ＤＣＡＤ etc.）

平成２１年度 技術職員研修

地方整備局職員等への研修地方整備局職員等への研修

技術者育成の取り組み (１)

３次元写真測量体験

建設ＩＣＴ体験（国交大研修状況）

(中技) 11月研修 (本局) 10月研修

中部技術建設ＩＣＴ検討会

技術者育成の取り組み (２)

◆「建設ＩＣＴ手引き書（案）」を作成中

ＩＣＴを活用するための知識・着眼点を教育することを目的に平成22年度作成

１．建設ＩＣＴ手引き書（案）を提供予定

◆中部技術建設ＩＣＴ検討会にて「建設ＩＣＴ手引き書（案）」に基づき
「建設ＩＣＴ講習会」を平成22年度実施予定

２．建設ＩＣＴ手引き書（案）による講習会の開催予定

建設ＩＣＴ講習会イメージ（参考国交大研修状況）



技術者育成の取り組み(３) 中部技術事務所建設ＩＣＴ検討会

◆ １月１９日 第４回 中技ＩＣＴ検討会

・ ３次元写真測量の紹介と体験

中部地整職員参加者 ２４名

研究会員の皆さん、講師としての参加をよろしくお願いします。

◆ １月１２日 庄内川河川ＩＣＴ勉強会

・ 出来形管理用ＴＳの体験

・ ブルトーザのマシンコントロール、

振動ローラの締固め管理の体験

中部地整職員参加者 １４名

“（中技）デジタルカメラによる測量体験”

“（庄内川）日比津築堤護岸工事”

「中部技術事務所建設ＩＣＴ検討会」取組状況「中部技術事務所建設ＩＣＴ検討会」取組状況

技術普及･現場支援状況
建設ＩＣＴﾃﾞｰﾀﾊﾞﾝｸの試行

◆技術情報、事例情報を募集し、中部技術事務所のホームページにて公開

◆開発されている技術に限らず、施工実績など広く募集中

１ 建設ＩＣＴデータバンクとは？

◆公的機関及び建設ＩＣＴ導入研究会会員より募集

◆概要、アピールポイント、問合せ先等を情報提供

２ 建設ＩＣＴデータバンクの内容

３－１ 建設ＩＣＴデータバンクの開設

 検索建設ＩＣＴ建設ＩＣＴデータバンク

※
ダウンロード



建設ＩＣＴﾃﾞｰﾀﾊﾞﾝｸの試行

３－２ 建設ＩＣＴデータバンク公開中
平成２２年６月15日現在 登録 １０件



試行件数：平成２１年度約２５０工事 (事務所全工事に導入は１事務所)

：平成２２年度は更に拡大 (全工事導入事務所も拡大)

• 「スケジュール調整」と「帳票の作成提出」を中心に試行運用

• 工事書類簡素化促進への活用検討

• 電子検査の検討

→ ＡＳＰによる書類共有を活用し事前書類検査の試行
→ 検査時の紙データ提出の見直し

情報共有システムの試行と検討状況について

H21 H22～

250件程度工事試行

機能要件・運用ルール検討

H22工事試行拡大

H21.10 H22.3 H22.10 H22.11

H２２年度工事対応（1000件程度）

機能毎の試行と仕様のポイント(スケジュール)

効率的なスケジュール調整の運用支援（After）

スケジュール調整の現状（Before）

請負者Ｂ

請負者Ｃ

請負者Ａ

請負者発注者

総括監督員

主任監督員

監督員

登録・閲覧

登録・閲覧

登録・閲覧

情報共有システム

スケジュール管理

・個人の予定を登録、修正、

削除、参照

スケジュール 管理機能
登録・閲覧

登録・閲覧

登録・閲覧

担当する全ての

工事予定を一覧表示
確認できる

当該工事以外の監督職
員等の予定の有無が参照

できる

当該工事予定を

一覧表示できる

請負者Ｂ

請負者Ｃ

請負者Ａ

請負者発注者

総括監督員

主任監督員

監督員

担当する全ての工事
予定が一覧できない

電話やメール
で個別に予定を

確認調整

当該工事以外の
予定が分からない

監督職員が不在時
には再度連絡（作
業工程の遅れ）

何回も調整
• 工事工程の打合せ調整が円滑化・効率化

• 現場立会検査のスケジュール調整が円滑化

• 監督職員との打合せ調整が円滑化

• 工事工程の打合せ調整が円滑化・効率化

• 現場立会検査のスケジュール調整が円滑化

• 監督職員との打合せ調整が円滑化

スケジューラのメリットスケジューラのメリット



スケジュール管理 活用事例

• 毎週の工程会議の代わりに、スケジューラーで調整。
週間単位より短い間隔で調整が可能。準備工段階の
請負者は毎週遠隔地の出張所・監督官詰め所に出張
する必要が減。

• 隣の現場の立会予定を意識して工程を調整。ついで
に自分の現場にも立ち寄ってもらって段階確認を受け
た。

• 監督職員が忙しく電話連絡が大変だったが、スケ
ジューラーで監督職員の予定を確認して、打合せを
セットする様にしたら円滑に打合せの調整が出来た。

メリット
監督職員、技術員のスケジュールが確認でき、段階確認等の予定がス
ムーズになった。

発注者へ出向く回数が減り、移動ロスが省けた。

時間帯に関係なく登録が可能。

掲示板に事故情報等リアルタイムに掲示され、早急に情報が得られる。

施工業者が多数であり、情報の伝達に有効である。

デメリット
協議事項など電子データだけでは伝わりにくく、説明が必要な場合があ
る。

発注者とのコミュニケーションが無くなり一体感が薄れたように思われ
る。

システムの使用方法が周知されていない。

スケジューラ・掲示板 アンケート結果(受注者)



メリット
監督職員、受注者のスケジュールが把握でき、業務を迅速
に行える。

週1回の工程会議が廃止され、時間的制約がなくなり業務

に専念できた。

工程表が共有されているので、必要な時に閲覧して工事状
況や予定を把握できる。

空き時間に立会などのスケジュールが入るので効率的。

スケジュール調整の手間が激減した。

デメリット
アクセス集中時など、システムの反応が良くない。

工程表の操作がスムーズにできるようにしてほしい。

スケジューラ・掲示板 アンケート結果(工事管理)

情報共有システムの仕様について

【スケジューラー仕様のポイント】

・主任監督員単位で、監督職員の他、工事管理業務

や請負者間でもスケジュールの共有調整が可能な
こと

・工事スケジュールを円滑に共有できること



事故速報など、重要事項において効率よく周知できる。

掲示板 活用事例

【掲示板仕様のポイント】

閲覧者を確認できる機能。

• 工事事故注意の事前の連絡が掲示板に掲示することで省
力化できた。以前は、緊急時には全業者に電話連絡してい
たが、今では閲覧していない者にのみ電話連絡することで
済むようになった。

• 受注者への書類作成依頼は全て掲示板で行うルールとして、
作成書類の削減を図った。

検査職員

機能毎の試行と仕様のポイント(書類の作成提出管理)
①今まで

②これから

施工計画
書

施工者

提出

監督職員

施工計画
書

書類作成 安全管
理記録

確認 一部提出

協議簿
等

提出

完成図、品質記録等

検査職員監督職員

施工

施工記
録

書類作成

施工計画
書

施工者

提
出

監督職員
施工計画
書

材料検査
記録

安全管理
記録

提出、報告、協議簿など
により施工状況を確認。

書類のと
りまとめ
整理

その都度
提出

工事書類

提
出

検査書類

検査書類

施工

施工記録

検査職員

検査書類に
より検査。

監督職
員

材料検
査記録

情報共有システム

必要に応
じ保管

情報共有システ
ムにより検査。

工事写
真

• 書類の削減・書類作成の効率化

• 提出時間の短縮など効率化

• 提出書類へのアクセス時間短縮

• 電子検査・電子納品の円滑化

• 書類の削減・書類作成の効率化

• 提出時間の短縮など効率化

• 提出書類へのアクセス時間短縮

• 電子検査・電子納品の円滑化

メリット



休日作業届け等を監督官詰め所に持参していたが、簡単
な書類はメールするだけで不要との運用になった。

遠隔地の現場からの移動時間が不要になった。

決まったフォルダに提出書類が格納されているので、直ぐ
に内容を確認出来るようになり、監督官詰め所に出向く必
要もなくなった。

決まったフォルダに書類が格納されているので、検査官は
事前に工事の概要を把握することができ、検査時には出
力することなくそのデータを使って検査を受けた。検査後
はフォルダーごとDVDにコピーして提出した。

工事書類の作成提出 活用事例

メリット
書類の受け渡しでの時間のロスが無くなった。

コピーの削減ができた。

書類の紛失が無くなる。

コンサル成果も入っていると便利。

デメリット
２つの書類を見比べる時、片方を印刷する等不便。

実務で使用した書類をデータ化するのが大変。

検査対象の書類が紙であるので、２度手間となる。

現場のネットワークが弱いと大変。

アンケート結果(工事管理)



情報共有システムの仕様について

プロセスとして活用 検査として活用

【工事書類の作成提出 仕様のポイント】

ルールに従ったフォルダに提出書類が整理される機能。

その他 アンケート結果(発注者)

メリット
システム上で書類の決裁状況が確認出来るため、いまど

の状態にあるのかわかり、未提出・未決裁書類の有無の把
握も容易である。

各社への連絡事項が一斉に送れるため、時間短縮が出来

効率が良い。

デメリット
使用方法が慣れないと煩わしく、書類を提出する過程を理
解しないといけない。

現場周辺に、大容量通信設備（ＡＤＳＬ又は光通信）が整備
されておらず、通信施設の整備が問題となった。



その他 アンケート結果(工事管理)

メリット
システム上で書類の決裁状況が確認出来るため、いまどの
状態にあるのかわかり、未提出・未決裁書類の有無の把握
も容易。

決裁日が記録として残るため、ワンデーレスポンスを意識し、
スムーズな作業をより心がけるようになった。

デメリット
決裁ルートの設定に大変手間がかかる。

急ぎの時でも決裁順序の変更ができない。(再設定に大変
手間がかかる)

現場周辺に、大容量通信設備（ＡＤＳＬ又は光通信）が整備
されておらず、通信施設の整備が問題となった。

その他の仕様について

【その他 希望の強い機能】

• 電子検査

• ワークフロー

• ワンデーレスポンスの支援



品質・出来形管理結果品質・出来形管理結果

施工計画書施工計画書

打合せ簿等打合せ簿等

施工時リアルタイム生データを情報共有施工時リアルタイム生データを情報共有

検査官検査官 ：事前検査、電子データによる検査実施：事前検査、電子データによる検査実施

施工時、検査前において生データを事前確認検査し、電子検査による検査の効率化及び

検査書類の簡素化、省力化を行う。

情報共有情報共有
システムシステム

情報共有システムを用いた電子検査

情報共有システム運用上の仕様について

【複数のＡＳＰが存在することによる問題点】

• 発注者・受注者の一方若しくは両方が複数のASPのＵＲＬ、ＩＤ、パス

ワードを使い分け、工事毎にログインしないと仕事が出来ない。

• ターゲットとなるＡＳＰの仕様が定まらないため関係システム間の連携機
能整備が不可能。

【ASP変更時の対応機能】

• 発注者側の工事は複数年継続する場合が多く、工事で利用している状
況下でASPが変更となった場合の、工事関係書類、スケジュールや

ワークフローなどの移行機能が必要。

【ユーザーや工事の管理機能】

• 全工事をASPに載せて運用する場合、円滑な運用のためにユーザーや

工事のシステムによる管理機能が必須。



情報共有システムの仕様について情報共有システム運用上の仕様について

【運用上からの仕様のポイント】

• 工事関係提出書類のみではなく、スケジュールや
ワークフロー等も円滑に移行できる機能。
→ユーザーサービスとデータの独立が前提



建設ＩＣＴモデル工事現場支援建設ＩＣＴモデル工事現場支援状況状況 ((１１))

１ 建設ＩＣＴ導入研究会 現場支援チーム概要

中部技術 建設ＩＣＴ検討会

２－１ 建設ＩＣＴモデル工事現場支援実施状況

◆H21･H22モデル工事 約７０件

支援実施件数 34件

（施工完了 20件）

調 整 中 2件

契約手続き前 約30件
2010.6.15現在 （沼津)八ツ溝高架橋仁田下部工事 （高山）上切道路建設工事

◆活動内容
建設ＩＣＴモデル現場への技術的支援

◆中部技術事務所
技術提供内容：

建設ＩＣＴざっくりシリーズ、

建設ＩＣＴ工事の施工計画書の記載例、
ＩＣＴバックホウによる情報化施工要領（案）ガイドライン(予定) 、

建設ＩＣＴ手引き書（案）(予定)、建設ＩＣＴデータバンク、 etc. 

２－２ 建設ＩＣＴモデル工事現場支援内容

１．建設ICTの概要説明

２．情報化施工を構成する技術の紹介

３．モデル工事の実施方法

４．意見交換 etc.

「ＩＣＴバックホウ ガイドライン」を作成中

わかりやすく手引き書として平成22年度にとりまとめ

３ ＩＣＴバックホウによる情報化施工要領（案）ガイドラインを提供予定

（越美）敷原谷第１砂防えん堤工事

建設ＩＣＴモデル工事現場支援建設ＩＣＴモデル工事現場支援状況状況 ((２２))

ＩＣＴバックホウの適用範囲 （ガイドライン 抜粋）

（ａ）道路掘削 （ｂ）河道掘削工 （ｃ）水中掘削



「建設ＩＣＴざっくりシリーズ」を建設ＩＣＴ総合サイトにてダウンロード

建設ＩＣＴを施工者や関係者の「はじめの一歩」の資料としてとりまとめ

４ 「はじめの一歩」建設ＩＣＴざっくりシリーズを提供中

 検索建設ＩＣＴ

ダウンロード

建設ＩＣＴモデル工事現場支援建設ＩＣＴモデル工事現場支援状況状況 ((３３))

「スッキリ・スマートな情報化施工」を
建設ＩＣＴ総合サイトにてダウンロード

わかりやすく情報化施工を紹介した
ポスターを作成

５ だれでもわかる情報化施工ポスターを提供中

 検索建設ＩＣＴ

ダウンロード

建設ＩＣＴモデル工事現場支援建設ＩＣＴモデル工事現場支援状況状況 ((４４))



６－１ 建設ＩＣＴモデル工事現場の声

１．「ＩＣＴ施工の効果がわからない。広
報活動が必要ではないか。」

２．「マシンコントロールにて土工作業
を行う場合は、重機の動きに無駄
がなく、作業効率があがる。また、
転圧管理システムでは、均一で確

実な締め固め作業が行える。」 etc.

“建設ＩＣＴ総合サイト”

“マシンコントロールによる土工作業”

モデル工事にて抽出された様々な情

報を建設ＩＣＴ総合サイト等に広く発信
していく。

→

引き続きモデル工事にて建設ＩＣＴの
メリット及びデメリットを検証していく。

→

建設ＩＣＴモデル工事現場支援建設ＩＣＴモデル工事現場支援状況状況 ((５５))

６－２ 建設ＩＣＴモデル工事現場の声

３．「ICT ﾊﾞｯｸﾎｳは、広い現場で丁張
も無く、ICT の効果が発揮できるこ

とがよく分かった。高さ確認のため
の乗り降りは減ったが、画面とﾊﾞｹｯ
ﾄを見ながらの作業で肩が凝った。」

４．「ＴＳ出来形管理では、長い距離を
テープを引いて計測しなくて良いの
で、計測誤差が小さいこと、高さ・幅
が瞬時に計測できるので時間的な

ロスが少なくてすむ。」 etc.

“ICT バックホウによる土工作業”

画面の設置位置、光・音声等による
補助的バケット位置の表示方法等の
検討が必要。

→

広い現場では、基準点を数多く設置
する必要があることから視準距離の
検証が必要。

→

建設ＩＣＴモデル工事現場支援建設ＩＣＴモデル工事現場支援状況状況 ((６６))

“ＴＳ出来形管理”



モデル事業検証ＰＴ（中間報告）

ＩＣＴ導入技術の調査・検証対象とした建設ＩＣＴモデル工事ＩＣＴ導入技術の調査・検証対象とした建設ＩＣＴモデル工事①①

築堤盛土既存堤体への腹付け盛土既存堤体への腹付け盛土特筆すべき

現場条件

従来ブルドーザ３ＤＭＣブルドーザ３ＤＭＣブルドーザ捲き出し

Ｂ工事（河川）Ａ工事（河川）

ＧＮＳＳの採用

３ＤＭＧローラ

ＧＮＳＳの採用

３ＤＭＧローラ

建設ＩＣＴモデル工事

従来ローラ締固め

－ＩＣＴの特徴

盛土工

ＧＮＳＳ受信機

ＧＮＳＳ受信機
標尺

標尺ＧＮＳＳ受信機ＧＮＳＳ受信機

2



ＩＣＴ導入技術の調査・検証対象とした建設ＩＣＴモデル工事ＩＣＴ導入技術の調査・検証対象とした建設ＩＣＴモデル工事②②

河床掘削

所定の深さまで掘削（標高
管理）

狭隘箇所での地山掘削・
法面整形

道路幅員確保のために、
切り出し位置等高い精度
が要求される

狭隘箇所での地山掘削・
法面整形

道路幅員確保のために、
切り出し位置等高い精度
が要求される

特筆すべき

現場条件

Ｄ工事（河川）Ｃ工事（道路）

３ＤＭＧバックホウ従来バックホウ３ＤＭＧバックホウ掘削

－経費節減の観点から、廉
価版のMGを使用

建設ＩＣＴモデル工事

施工延長が長く（ ６km）、
基地局が３台必要であっ
た（基地局の盛り変えなし）

ＩＣＴの特徴

掘削工

法丁張り
ＧＮＳＳ受信機 ＧＮＳＳ受信機

3

ＩＣＴ導入技術の調査・検証対象とした建設ＩＣＴモデル工事ＩＣＴ導入技術の調査・検証対象とした建設ＩＣＴモデル工事③③

一般交通を確保した上で
の舗装修繕工事

縦断の高低差が大きい

住宅地での舗装新設工事住宅地での舗装新設工
事

特筆すべき

現場条件

Ｆ工事（道路）Ｅ工事（道路）

従来グレーダ３ＤＭＣグレーダ路盤工

（敷均し）

－

従来フィニッシャ

自動追尾TSの採用

３ＤＭＣフィニッシャ

建設ＩＣＴモデル工事

３ＤＭＣフィニッシャ基層工

・表層工

（敷均し）

高精度GNSSの採用ＩＣＴの特徴

舗装工

 

ＴＳプリズム

 

 

ＴＳプリズム

高精度ＧＮＳＳ受信機

ゾーンレーザ

4



課題

モデル工事調査結果（データ作成モデル工事調査結果（データ作成の課題の課題））

ＩＣＴ搭載設計データの作成時間が増える

5

ICTデータの作成、照査時間
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時
間
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ICTﾌﾞﾙ、ﾛｰﾗ ICTｸﾞﾚｰﾀﾞ

ﾌｨﾆｯｼｬ

ICTﾊﾞｯｸﾎｳ ICTﾌｨﾆｯｼｬ

ヒアリング結果より

システム毎に
設計データー
を作成

システム毎に
設計データー
を作成

ICTローラ

1,020

845

200

400
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ICTブルドーザ

505
445

100

200

300

400

500

600

施
工

効
率

（
m
3
／

日
）

２割向上

モデル工事の調査結果 （施工効率））

導入効果

１割向上

ICT施工による施工効率の向上

6

0 ICT施工 従来施工0 ICT施工 従来施工

従来施工に比べ1.0倍3DMCグレーダ

従来施工に比べ0.8倍3DMCフィニッシャ

従来施工に比べ3.6倍3DMGバックホウ

従来施工に比べ1.2倍3DMGローラ

従来施工に比べ1.1倍3DMCブルドーザ

施工効率対象技術

施
工

効
率

（
m
3
/
日

）

現場調査結果より



設計との標高差（mm）

0
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0.004

0.006

0.008
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-100 -75 -50 -25 0 25 50 75 100

ICTブルドーザ
従来ブルドーザ

設計との標高差（mm）

0

0.01

0.02
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0.04

0.05

-30 -20 -10 0 10 20 30

ICTフィニッシャ
従来フィニッシャ

ＩＣＴ導入技術の分析・評価 （施工精度））

導入効果 ICT施工による施工精度の向上（バラツキの低減）

7

●

●

●

●

従来施工に比べ施工精度が３割向上３ＤＭＣグレーダ

従来施工に比べてほぼ同等３ＤＭＣバックホウ

従来施工に比べ施工精度が５割向上３ＤＭＣフィニッシャ

従来施工に比べ施工精度が３割向上３ＤＭＣブルドーザ

設計標高との差のばらつき対象技術

現場調査結果より

乾燥密度（透過型RI試験）

0

25

50

75

100

125

締
固

め
度

（
％

)

締固め度規格値

導入効果

モデル工事の調査結果 （品質））

従来施工に比べ一様な厚さが確保（排土板の高さをコントロール出来るため）３ＤＭＣグレーダ

従来施工に比べ一様な厚さが確保（mm単位の制御が可能なため）３ＤＭＣフィニッシャ

従来施工に比べ一様な転圧回数（丁張り設置が不要）３ＤＭＧローラ

従来施工に比べ一様な厚さが確保（丁張り設置が不要）３ＤＭＣブルドーザ

品質の向上効果対象技術

丁張りなし 丁張りあり

丁張りを避け幅員方向に締固め
延長方向
に締固め

締固め度は全て
規格値を満足

盛土の締固め度（ＩＣＴ施工）

品質の向上

8

ローラの走行軌跡



0

2
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8

10

ICT施工 従来施工

頻
度
（
回
／
1
0
0
0
m
2
）

導入効果

モデル工事の調査結果モデル工事の調査結果 （（安全性安全性））

検測頻度が７割低減3DMCグレーダ

検測頻度、丁張作業の低減可能3DMGローラ

作業員数は従来と同じ
（従来もICT施工でも、敷均し補助員が必ず必要）

3DMCフィニッシャ

検測頻度、丁張作業の低減可能3DMGバックホウ

検測頻度、丁張作業の低減可能3DMCブルドーザ

建機との接触事故防止への寄与対象技術

建設機械と作業員との接触防止（安全性向上）へ寄与

MGグレーダによる検測頻度の比較

ＩＣＴ施工（アスファルト舗装時の作業状況） 9

約７割低減

現場調査結果より

導入効果

モデル工事の調査結果 （環境）（環境）

従来と比べ同等３DMCグレーダ

従来と比べ５割低減３DMGバックホウ

従来と比べ２割低減３DMGローラ

従来と比べ３割増加３DMCフィニッシャ

従来と比べ１割低減３DMCブルドーザ

ＣＯ2排出量の低減効果対象技術

１割低減 ５割低減

ICT施工時のCO2排出量低減

10
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３ＤMCブルドーザ ３ＤMGバックホウ

約５割低減約１割低減

CO2排出量は、現地調査で調査した建設機械の稼働時間に、燃料消費量、軽油のCO2排出係数を掛けて算出



障害発生状況障害発生状況（ＧＮＳＳによる位置（ＧＮＳＳによる位置情報情報がが不足不足））

衛星捕捉数

■ＦＬＯＲＴ解の発生によりＩＣＴによる施工出来ない時間帯が発生

GPS飛来予測プログラム（Planning Software）による調査結果

ＩＣＴ施工範囲

障害物 障害物

天空

GNSS衛星の受信可能範囲

DOP※（GDOP）

衛星捕捉数

衛星捕捉数
は５個以上
を満足

衛星配置が悪
い時間帯では、
FLORT解の発
生が予想される
→現場で聞き取
りした時間帯と
概ね一致

施工時間帯

施工時間帯

障害物の設定

GNSS衛星の受信可能範囲

衛星捕捉数

DOP※（GDOP）

GNSS衛星の受信可能範囲

衛星捕捉数

施工性（施工中）

ゾーンレーザの不通
施工性（施工中）

ゾーンレーザ

ＧＮＳＳ
受信機



ＩＣＴＩＣＴ技術の調査結果（従来技術との比較）技術の調査結果（従来技術との比較）

Co2約３割増
均一な施工が

可能
精度のばらつ
き約５割向上

0.8
施工速度低下

３ＤＭＣｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｯ
ｼｬ（Ａｓ舗設）

検測回数減
均一な施工が

可能
精度のばらつ
き約３割向上

３ＤＭＣグレーダ
（路盤工：敷き均し）

Co2約５割減検測回数減
均一な施工が

可能従来と同等
3.8(掘削)
3.6(整形)

３ＤＭＧバックホウ
（土工：掘削・法面整形）

Co2約２割減検測回数減
均一な施工が

可能
従来より締め
固めが均一1.2

３Ｄローラ締め固め管理
（土工：締め固め）

Co2約１割減検測回数減
均一な施工が

可能
精度のばらつ
き約３割向上1.1

３ＤＭＣブルドーザ
（土工：敷き均し）

環境負荷安全性コスト※１施工品質施工精度施工効率対象技術

従来より向上 従来と変わらない 従来より劣る

Ｈ２１モデル工事６工事を選定
現場調査及びヒアリング結果より

①従来施工に比べ施工精度、施工効率、安全性、環境は向上。
ただし、ＡｓＦｓの施工効率、環境負荷については低下。

②全技術の導入コストは増。

③Ａｓフィニッシャーを除く技術は導入可能な技術と判断。

★課題

①検証データーの蓄積が必要。特にＡｓＦｓ。

②費用対効果の評価手法の確立。

③コスト・ＩＣＴ対象施工規模・要求精度から適切な導入技術の選定手法の整備。
→コスト縮減の追求

ex.３Ｄ、２Ｄシステムとの組合せ

④ＩＣＴ導入出来形管理基準（地整運用版）等の検討。

⑤設計段階におけるデーター（情報化施工、ＴＳ出来形管理）作成要領の検討。

★今回の調査結果における評価

上記課題について平成２２年度に検証・検討を実施
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100621100621建設建設ICTICT導入研究会総会導入研究会総会
国土交通省国土交通省 関東地方整備局関東地方整備局

情報化施工による舗装修繕工事等の効率化
～「施工管理データを搭載したトータルステーション（ＴＳ）を用いた

出来形管理技術」の導入・普及～

関東地方整備局企画部施工企画課 増尾健

100621100621建設建設ICTICT導入研究会総会導入研究会総会
国土交通省国土交通省 関東地方整備局関東地方整備局■舗装ＴＳ出来形管理について

・関東地方整備局では、全国に先駆けて、情報化施工の推進技術の・関東地方整備局では、全国に先駆けて、情報化施工の推進技術の
一つである「施工管理データを搭載したトータルステーション一つである「施工管理データを搭載したトータルステーション((ＴＳＴＳ))
による出来形管理技術」を舗装工事に導入・普及を図るため、による出来形管理技術」を舗装工事に導入・普及を図るため、試試
行工事における導入効果検証、管理要領（案）策定等を実施。行工事における導入効果検証、管理要領（案）策定等を実施。

・国土交通省は、建設施工の生産性向上、品質確保、安全性向上等・国土交通省は、建設施工の生産性向上、品質確保、安全性向上等
への対応など、建設施工が直面している諸課題に対応するＩＣＴ施工への対応など、建設施工が直面している諸課題に対応するＩＣＴ施工
技術（情報化施工）の普及に向けて、平成２０年７月に戦略的普及技術（情報化施工）の普及に向けて、平成２０年７月に戦略的普及
方策を示した方策を示した 「情報化施工推進戦略」「情報化施工推進戦略」を策定。を策定。

・舗装工事の出来形管理作業の効率化と合わせて、現道工事での交・舗装工事の出来形管理作業の効率化と合わせて、現道工事での交
通規制時間短縮や作業安全性の向上を図るためノンプリズム方式Ｔ通規制時間短縮や作業安全性の向上を図るためノンプリズム方式Ｔ
Ｓを活用した「施工管理データを搭載したＴＳを用いた出来形管理Ｓを活用した「施工管理データを搭載したＴＳを用いた出来形管理
要領（案）要領（案）【【舗装工事編舗装工事編】】（平成２１年８月）を公表し、試行運用（平成２１年８月）を公表し、試行運用
を開始。を開始。

・平成２１・平成２１年度、新設及び修繕工事において、試行工事による検証年度、新設及び修繕工事において、試行工事による検証
（実施方法、効果等）を行い、「舗装の情報化施工検討委員会（実施方法、効果等）を行い、「舗装の情報化施工検討委員会
（委員長（委員長 建山和由立命館大学教授）」建山和由立命館大学教授）」にて審議され、審議にて審議され、審議結果を結果を
踏まえ、踏まえ、平成２２年度に全国版として本運用を図る予定平成２２年度に全国版として本運用を図る予定。。



100621100621建設建設ICTICT導入研究会総会導入研究会総会
国土交通省国土交通省 関東地方整備局関東地方整備局

厚さ

設計値

計測値

差

■「施工管理データを搭載したﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ（ＴＳ）
を用いた出来形管理」（出来形管理用ＴＳ）とは

測量機（ＴＳ）とＴＳに接続または内蔵された情報機器に搭載された測量機（ＴＳ）とＴＳに接続または内蔵された情報機器に搭載されたソフソフ
トウェアトウェア機能により、現場での出来形計測と同時に出来形の良否の判定機能により、現場での出来形計測と同時に出来形の良否の判定
等等をを自動的自動的に行なう。に行なう。

従来は、水糸、巻尺、レベル等の方法従来は、水糸、巻尺、レベル等の方法でで測定していた測定項目［基測定していた測定項目［基
準高、幅、厚さ準高、幅、厚さ((切削オーバレイ工等の施工前後の高さの差で測定す切削オーバレイ工等の施工前後の高さの差で測定す
る工種る工種))］について、］について、計測した計測した測定点の３次元座標値から基準高、幅、測定点の３次元座標値から基準高、幅、
厚さを算出厚さを算出するする。。

規制帯外から
自動計測 レーザー光

現行の水糸・巻尺による出来形計測 ＴＳによる出来形計測

100621100621建設建設ICTICT導入研究会総会導入研究会総会
国土交通省国土交通省 関東地方整備局関東地方整備局■「施工管理データを搭載したﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ（ＴＳ）

を用いた出来形管理」（出来形管理用ＴＳ）とは

ＴＳによる出来形計測実施状況（平成２１年度試行工事）



100621100621建設建設ICTICT導入研究会総会導入研究会総会
国土交通省国土交通省 関東地方整備局関東地方整備局

■ノンプリズム方式の計測精度確認

プリズム方式・ノンプリズム方式のどちらでも計測可能プリズム方式・ノンプリズム方式のどちらでも計測可能

ノンプリズム方式では、高さ計測精度を担保するため、施工ノンプリズム方式では、高さ計測精度を担保するため、施工
者は、現場にてノンプリズム方式の精度検証を行う者は、現場にてノンプリズム方式の精度検証を行う

ノンプリズム方式 プリズム方式

 
レーザにて路面を計測
（プリズム不要）

100621100621建設建設ICTICT導入研究会総会導入研究会総会
国土交通省国土交通省 関東地方整備局関東地方整備局



100621100621建設建設ICTICT導入研究会総会導入研究会総会
国土交通省国土交通省 関東地方整備局関東地方整備局

関東技術事務所トップページより ＴＳサポートページ

Click

■広報活動
－ＴＳを用いた出来形管理【舗装工事】サポートＨＰの開設－

http://www.ktr.mlit.go.jp/kangi/index.htm

施工者等から
の質問受付

100621100621建設建設ICTICT導入研究会総会導入研究会総会
国土交通省国土交通省 関東地方整備局関東地方整備局

ご静聴ありがとうございました。ご静聴ありがとうございました。

関東地方整備局
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情報化施工を用いた施工の監督・検査について

【目的】

情報化施工技術を用いた工事において、監督・
検査業務の適切な実施や更なる効率化を図る。

請負者が、施工管理の各段階で作成、取得出来
るデータを用いることにより監督・検査の確実性、
自動化、省力化、書類の簡素化を図れるように
する。

【適用範囲】

道路土工、河川土工、舗装工（路盤工を含む）を
行う工事。

河川土工・道路土工、舗装工

【河川土工・道路土工】
• ブルドーザのマシンコントロール（又はマ

シンガイダンス）技術

• ローラ・振動ローラの締め固め管理技術

• バックホウのマシンガイダンス技術

【舗装工】
• モータグレーダー（ブルドーザ）のマシン

コントロール技術

• アスファルトフィニッシャのマシンコント
ロール技術

デジタル
設計データ

設計面
現地形

GPS方式GPS方式

XYZXYZ

TS（トータルステーション）方式TS（トータルステーション）方式

デジタル
設計データ

設計面
現地形

GPS方式GPS方式

XYZXYZ

TS（トータルステーション）方式TS（トータルステーション）方式



監督・検査業務の従来基準を省略する項目（案）

○ブルドーザのマシンコントロール（又はマシンガイダ
ンス）技術

・盛土工（路体、築堤のみ）においては、共通仕様
書おける一層敷き均し仕上げ厚について３０㎝程
度 → ３０ｃｍを緩和し試験施工により決定する。

○ローラ・振動ローラの締め固め管理技術

・品質・出来形の確認については、トータルステー
ション（ＴＳ）もしくは、ＴＳに替えて排土板位置、ロー
ラタイヤ位置による出来形計測による検収を検討。

○バックホウのマシンガイダンス技術

・水中掘削及び除石工事、切り土法面整形

掘削面における出来形確認は、当面必要点数
をＴＳで実測する。ただし、水中掘削についてはＴＳ
に替えてバックホウのバケット位置による出来形計
測を認める。

・品質・出来形の確認については、トータルステー
ション（ＴＳ）による。

【河川土工（築堤盛土）、道路土工（路体）】

ＴＳ：トータルステーションを使
用した出来形管理

ＧＰＳを利用した締固め管理

監督・検査業務の実施項目（案）

○情報化施工技術を用いた工事の監督項目

①施工計画書の受理・記載事項の確認
②基準点の確認指示
③３Ｄ設計データの確認
④施工時における日常点検（キャリブレーション）状況の確認
⑤出来形管理状況の確認及び立会確認

○情報化施工技術を用いた工事の検査項目

①情報化施工に係わる施工計画書の記載内容
②情報化施工に係わる工事基準点の測量結果の確認
③施工時における日常点検（キャリブレーション）資料の確認
④情報化施工に係わり取得した電子データによる品質、出来形の確認
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•２Ｄ設計データの受け渡しは、主に電子納品要領（ｓｘｆ（ｐ２１））
またはａｕｔｏｃａｄ（ｄｗｇ）で行っている

•３Ｄ施工用データは受注工事業者が設計コンサルタント、測量会社
等に依頼して作成

•３Ｄ施工用データの作成期間が７日～１０日かかる
（中には１ヶ月程度かかる例もある）

２D設計モデル工事の状況と問題点

•受注工事業者自ら３Ｄ施工用データの作成ができないため負担
•ＩＣＴ機器メーカ毎に３Ｄ施工用データの仕様が異なる（互換性）

現状

問題点

３Ｄで設計する様に
上流側への取組を拡大

２Ｄ
現地照査
起工測量

２Ｄ図面修正

ＴＳ用
データ作成

３Ｄ施工用データ作成
（中間断面補完）

ＭＣ・ＭＧ
自動施工

今までと同じ
検査

検測

３Ｄ設計のデータ流通
２Ｄ設計現状のイメージ

工事設計

３Ｄ
３Ｄデータ
の補完

検測
ＭＣ・ＭＧ
自動施工

検査の
省力化

３Ｄ設計を詳細設計から行った場合のイメージ

工事設計

ＴＳ用
データ修正

現地照査
起工測量

３Ｄ図面修正

理想のイメージ

ＭＣ・ＭＧ
自動施工

検査の
省力化

３Ｄ設計
現地照査
起工測量

３Ｄ図面修正
工事設計

３Ｄ測量



３Ｄ設計として扱う内容

基本設計データ

作るデータ内容

ＴＳによる出来形管理

ＭＣやＭＧのＩＣＴ重機
による施工

費用

情報化施工、重
機搭載データ

完成予想ＶＲ スケッチアップ等

３Ｄ設計 ３Ｄ－ＣＡＤデータ

小

大

施工計画ＶＲ（４Ｄ）
３Ｄ－ＣＡＤデータ

工程計画データ

施工出来高ＶＲ（５Ｄ）

３Ｄ－ＣＡＤデータ

工程計画データ

出来高データ

実施例：情報化施工を伴うモデル工事

実施例：ＴＳ出来形管理を実施したモデル工事

３Ｄモデル業務で最低限
作成するデータ

地元説明会等で
簡易的に視覚化
精度を落とせば安価

施工順序等で高い精度が
求められる場合に必要

３Dモデル設計における課題等

１）TSを用いた出来形管理

データコ
レクタ

トータルス
テーション

道路中心
線形
出来形横断図形
状

基
準
高

幅

XYZ座標数値を計算出力

２）情報化施工機械搭載データ

XYZ座標数値を計算出力

１．３Ｄ設計データの利用内容によって、３Ｄ化の範囲を決める必要がある。
（情報化施工データ、地元説明資料の視覚化など）

２．３Ｄ設計を行う場合は、測量データから３Ｄ図面を前提とした成果とする必要ある。

３．３Ｄ設計における受発注者側の環境作りが必要である。（ソフト、パソコン、人材等）

４．３Ｄ設計しても発注時に２Ｄ設計図面にする必要がある。→
発注図面をどのようにするか？ （将来のことを考えた場合、３Ｄ発注図面の仕様が必要）

５．３Ｄの数量の取りまとめ等において、数量算出要領を見直す必要がある。

３Ｄ設計における課題等

ＴＳを用いた出来高管理：施工管理データ交換標準ＶＥＲ２．０対応データ（土工）に

関する部分を作成する。

※必要データは、中心線線形データと管理測点の肩、幅等の点データ（ＸＹＺ）のみ

３社３様のデータ形式のため標準的なデータとしてＴＩＮ（面）データ
（点群座標）とブレイクライン（補助）データ（ＴＩＮが自動発生するが
補足するため）をＤＸＦデータまたはLandXMLにて作成しＳＤカード

等で機械側に受け渡しする。



・何処まで３Ｄで設計を行うのか理解不足（必要以上の経費を投入）
・現地照査後の３Ｄデータの修正を工事受注した建設会社が実施する必要有るが
現場には３Ｄデータを修正する環境がない

・ＴＳ出来形管理データ、ＭＣ・ＭＧの施工用３Ｄデータを２種類作成する必要がある
・使用するＭＣ・ＭＧ機器が確定してから対応機器へのデータ形式変換が必要
・全ての設計コンサルタントが３Ｄ設計できるわけでない

３D設計モデル工事の課題と当面の方向性

・目的に応じた３Ｄ設計の選択の周知（必要以上に経費を投入しない）
・工事管理連絡会を活用し、３Ｄ設計を行った設計コンサルタントの参画により
設計の修正、ＭＣ・ＭＧの仕様に合わせたデータの変換

・対象工事が発注前、施工中に関わらず、３Ｄでデータを作成し、情報化施工を行う
取組を検討
→今後設計する全てのＭＣ・ＭＧ適用可能工種で３Ｄ設計を実施する環境整備を
目指す

３Ｄ設計の課題

３Ｄ設計の当面の方向性



平成20年度横山ダム選択取水設備工事

３次元データの利活用
（中間報告）

横山ダム工事事務所
ＩＨＩインフラシステム

建設技術研究所

ＧＳＡ

工事概要

横山ダム-１



約１１９６km2

約１６０５km2

揖斐川流域図

徳山ダム集水域

約２５４km2

横山ダム単独集水域

坂内川

万石

今尾

横山ダム

徳山ダム

約２１７km2

万石集水面積

今尾集水面積

ダム集水域
約４７１km2

横山ダム-２

横山ダムの位置

横山ダム再開発事業の目的

横山ダム-３

堆砂土砂の掘削

新規掘削

堆積土砂

［ 凡例 ］

完成後の河床

洪水調節容量洪水調節容量

2,9602,960万万m3m3

310310万万m3m3

新計画完了時新計画完了時

E.L.207.5m洪水時満水位

最低水位 E.L.181.3m

洪水調節容量

有効貯水容量

2,960万m3

110110万万m3m3

夏期制限水位 E.L.187.0m

（予備放流水位）

堆積した河床

E.L.207.5m

310310万万m3m3

洪水時満水位

夏期制限水位 ①201.0  ②195.2

予備放流水位 E.L.192.7m
110110万万m3m3

690690万万m3m3

横山ダム完成直後の河床

2,200万m3

（ 2,090万m3）

平成１１年時点平成１１年時点

洪水調節容量

※括弧書きは平成11年時点の数値を記載

1,100万m3(760万m3）

1,000万m3

(310万m3）

310万m3

・堆積土砂の掘削による
貯水容量の回復

・灌漑用途の振り替えによる
洪水調節容量の増量

・洪水調節方式の変更

最低水位 E.L.181.3m
340340万万m3m3

洪水調節容量増強



横山ダム再開発事業の目的

横山ダム-４

環境対策

選択取水設備の整備

選択選択取水施設工事取水施設工事

横山ダム-５

１号機の据え付け作業状況



２次元での図面

横山ダム-６

３次元データの利用目的

横山ダム-７

• 設計変更時の形状、数量のチェック
（２次元図面でわかりにくい形状を視覚的にチェッ
ク、数量再計算の省力化）

• 視察、見学会等での設備運用方法説明
（開閉速度３０cm/分
→動画による説明が効果的）

• 施工計画
（施工ステップの検討、仮設備配置の検討 等）

• 維持管理への利用
（点検結果の可視化、補修工事への利活用 等）



３次元データの作成

横山ダム-８

• ２次元ＣＡＤデータからの３次元モデル作成
（使用ソフト：Revit Architecture）

３次元データの作成

横山ダム-９

• 周辺地形の合成
（使用ソフト：NavisWorks）



３次元データの作成

横山ダム-１０

• 動画の作成
（使用ソフト：3DS-MAX ）

これまでに実施済みの３次元データの利活用と効果

横山ダム-１１

• ３次元モデルを用いた工事打合せ
－設計変更部分を視覚的に表現

• 動画を用いた工事打合せ
－全縮時の扉体吊上昇方法の変更を視覚的に表現

受発注者間の意識共有が可能に受発注者間の意識共有が可能に



３次元－２次元の整合性検証

横山ダム-１２

• ３次元モデルからの２次元図面出力
→２次元図面の再現は問題なし
（設計図面以外の断面での図面出力も可能）

• ３次元モデルからの数量算出
→主部材（鋼材）重量の算出は可能
（設計変更時の数量再算出に対応可能）

３次元データを用いた業務実施が可能

＋業務の効率化が期待される

３次元データを用いた業務実施が可能

＋業務の効率化が期待される

３次元データ利用の課題

横山ダム-１３

• 設計者－モデル作成者との密な連携が必要
－設計変更の情報がモデルに反映されるまで時
間がかかる

• 設計時からの３次元モデル作成
－２次元図面から３次元モデルを作成しているた
め、二重作業となる

• 施工者、発注者のソフトウェア整備
－閲覧利用にはビューワーで対応可能だが、
修正・編集等はモデル作成者への依頼が必要



今後の予定

横山ダムｰ１４

＜施工段階における利活用の検証＞

• 施工管理への利用
－状況（進捗）の確認

• 監督・検査への利用
－検査位置の確認 等

＜維持管理段階における利活用の検証＞

• 維持管理への利用
－竣工後の点検記録、損傷部位の可視化
－補修工事の検討 等

デモンストレーション

横山ダム-１５

1. ３次元モデル
全景～表示・非表示～属性表示

2. 稼働状況動画
・全縮→全伸
・全縮からの移動
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